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バイブルの言葉とビジネスの言葉  
小 林   基   
バイブルの言葉，と言っても主として英語訳の聖書の言葉についてであるが，  
それとビジネスの言葉一仕事，実務，実業等に使われる言葉で，ここでは殆  
ど実用英語と同義語－の関係について述べることとする。手探りで，迂回的  
に或いは殆ど脆りゃくもなく考えていることを述べることを許されたい。もと  
もと標記のテーマについてはかなり前から漠然と考えていたが，今もって確信  
だけはあるが，検証したり，証明できる状態にはない，つまりバイブルの言葉  
とビジネスの言葉がイコール，いや，殆どイコールであるということを。と  
言ってみても，それがどういう内実をもつ命題であるかを問うことは暫く置き，  
徐々に明らかにしたいと思う。私事になるが，このテーマを取り上げるに到っ  
たのは，ある古書店で『聖書と英文学をめぐって－神田楯夫博士傘寿記念論文  
集－』（1）に出会ったことが直接のきっかけである。振り返ってみると，若い頃，  
聖書の言葉に対して懐いていた雑駁な感想と現在のそれとの懸隔を感じないわ  
けにはいかない。そう，特にヘンリー・ジェイムズの文学と言語に魅せられて  
いた頃，聖書の言葉は，詩や劇や小説の言葉の持つしなやかさ，繊細さ，華や  
かな魅力を欠き，イエスの誓え話にしても，何と飾り気のない，骨組みだけの  
「物語」なのだろうと感じていたものである。その頃の筆者は，所謂純文学作  
品以外のものにそれほど大きな価値を置くことはなかったのである。それとい  
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うのも胸底の何処かに「歴史」（history）に対する不信の念が煉っていたから  
であろうか。   
大方の「歴史」と称するものが，「事実」の仮面をかぶった「物語」（story）  
を超えるものではないが，自らのフィクショナルな性格を認めるどころか，  
「これこそ事実だ，フィクションなどとは関係ない」と主麗して譲らない  
ヒューブリス（倣慢さ）が鼻持ちならないように思えた。しかし，また，「歴  
史」の虚構性を摘発するより，虚構の中にアクチュアリティーを現出しようと  
する試みには，文学方法としてより有効で，実り多いものがあるとも考えるよ  
うになっていた。   
例えば，歴史主義的といわれる文学研究についてみても，それは，時として  
「事実」に対する安直な傾斜というか過信が見られる。そこには，「事実」とは  
何かという真撃な躊躇いも，問いかけも，反省もないのに驚かされることが決  
して稀ではない。つまり何処かの流行語を借りれば，「知の…」に欠くことの  
できないデカルト的懐疑の精神が働いていないのである。例えばある作家の伝  
記的「事実」と称するものの堆積をもってその作家と作品のエートスにつなが  
る不可欠な要因と見倣したり，天候や住まい等の外なる世界一決して無意味  
ではなく，それはそれで象徴的な意味もないことはないが－をその人の内な  
る世界に直結させることに疑念らしいものは存在しないのである。上辺は同じ  
ように見えても，そこには日常生活の瑛未な出来事の一つ一に注ぐヴァージニ  
ア・ウルフの透徹した眼差しも，現実直視の姿勢の片影すら認めることは難し   
い。   
歴史主義的研究が一つのフィクション，それもまやかしのフィクションに過  
ぎない場合が決して稀ではないが，また時として間然する所がない，卓越した  
研究に接する機会がないわけではない。そういう場合，人は，必ずやそこに  
「歴史」の只なかにあって「歴史」を超える存在者と対峠しているヤコブのご  
とき人の後ろ姿を望見して，畏怖の念に打たれることになるであろう。  
412   
バイブルの言葉とビジネスの言葉  15   
「これが実に真相だ。これこそ真実だ」（Thisisthetruth．Thisisthefact．）  
［woolf，Virginia．TheWaJUeS（London，TheHogarth，1922）99］とパーシバル  
（Percival）の訃報を手にしたネヴイル（Nevi11e）が抗うことのできない現実  
として認めざるを得なかったのも，それが落馬による事故死というフィクショ  
ンでも幻想でもない事実。人の回避することのできない「死」という厳粛な事  
実に対する純粋認識とでも呼ぶ他はない。個人的認識を超えて，現実を「明  
察」し，それをそのまま「受容」すること，そこに，生の直中に死の影が見え  
てくる。ヴァージニア・ウルフの感受性に嘗んだ心の働きは，そのような不可  
解な生のありようの個別性をじつに魅力的に提示するだけでなく，一つ一つの  
生が一つのリアリティーに収赦され，また日常的な現実に戻っていくといった  
往還運動がスローモーションでなく，瞬間的に啓示される。ウルフの目はミク  
ロの現実を直視しつつ，「歴史」を超える永遠の存在に向けられているようで  
ある。   
作家の目とか学者の日とかの境界を超えて「存在」の真相を見据えた，「英  
詩における生死の問題」（2）の筆者の眼差しは，ビスガの峰の彼方を遠望する  
モーセのように限り無く優しく，澄み切っている。しかも他者に対する愛と敬  
慶に満ちている。それはウルフのようにミクロとマクロの両世界を同時的に見  
据える「肉の欲」から自由になって，ひたすら永遠の実態に近づこうとする人  
の威厳を備えた穏やかな目である。もう言多謝。“FooIsrushinwhereangels  
feartotread．”か。   
話しを「バイブルの言葉とビジネスの言葉」に戻そう。とは言えビジネスの  
言葉のほうはもう少々後回しにして，先ずバイブルの言葉について若干述べて  
おく。周知のようにバイブル（theBible，thebook；［キリスト教の］聖書）は  
旧約聖書（theOldTestament）と新訳聖書（theNewTestament）からなり，  
「必要に応じて，ヘブライ語，アラム語，ギリシャ語の三か国語で記されてい  
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る」（3）が，ここでは主として英訳聖書のことを言う。   
英訳聖書と一口に言っても，個人訳を含めれば殆ど数え切れない程ある。更  
にティンダル訳とウイクリフ訳の難物は，寺沢芳雄教授のような硯学にお任せ  
して，敬遠しておくほうが得策であろう。従って，せいぜい1611年に刊行され  
た欽定英訳聖書（theAuthorizedVersion）から始めて，1952年にニューヨー  
クのネルソン社から出た標準改定訳（RevisedStandardVersion），1970年に  
オックスフォード，ケンブリッジ両大学出版部から出版された「新英訳聖書」  
（TheNewEnglishBiblewiththeApocrypha），1989年ニューヨークで印刷され  
た「新標準改定訳」（TheNewRevisedStandardversion）そして最後になるが，  
実はこのテーマに最も適したものとして1949年ケンブリッジで刊行された  
「ベーシック・ イングリッシュの聖書」（TheBibleinBasicEnglish）が主たる  
ものとなる。   
上記のバイブルは最後のものを別にして教文館を初め洋書を扱う書店で容易  
に入手出来るものばかりである。   
これらの「本」について一体何をしようというのか。その異同に注意しなが  
ら先ず読むことから始めなければならないことは言うまでもない。しかし「所  
謂聖書学的に，又は神学的な研究の対象として考究することが研究目的ではな  
い。付言すれば純粋に言語学的なものでもない。［旧約］よりも［新約］に比  
重をかけ，更に共観副音書のパラブルヘと焦点を絞ってゆくことになる。   
何故パラブルでなければならないのか。それは「新約」のパラブルの独自性  
による。つまりそれは，通常誤解されているような「誓え話」でも「寓話」で  
もなく，従ってストーリーヤフイクションではなく，「歴史」の検証にたえる  
事実に基づくメッセージである。   
しかしそれだけではない。「新約」のパラブルはすべて「肉となったロゴス」  
としての位相であるイエスの「言」であり，従って歴史的性格と超歴史的性格  
を持っている。「初めに言葉があった。言葉は神と共にあった。言葉は神で  
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あった。この言葉は，初めに神と共にあった。万物は言葉によって成った。  
成ったものは何一つなかった。言夢の内に命があった。命は人間を照らす光で  
あった。光は暗闇の中で輝いてい、る。暗闇は光を理解しなかった。」と「ヨハ  
ネによる福音書」の記者は冒頭に宣言している。因みに「ベーシック・イング  
リッシュの新約聖書」では，こう訳されている。   
From thefirstthe Word wasinbeing，andtheWord was with God，andthe   
Word was God．He was with God from the first．Allthings cameinto being  
throughhim；and nothingwhich has existencecameinto beingwithouthim・In  
himwaslife，andthatlifewasthelightofmen．Andthelightgoesonshiningin  
thedark；itisnotovercomebythedark．（TheNewTestamentinBASICEnglish，  
Camb．U．P．，1952，StJohnl：1－5）  
ここでtheWordはギリシャ語訳では6L6gos，ドイツ語訳ではdasWort，フ  
ランス語訳では1aParoleとなっており，定冠詞の性はそれぞれ男性，中性，  
女性であるが，言うまでもなく自然の性別とは関係なく，言葉のお国柄による。  
因みにラテン語訳はverbumで，中性。これは文法性として納得がいくが，小  
文字で，aWOrdの意となり，大文字のDeumとの差が歴然としているのも気  
にかかるところであるが，これ以上言うと大怪我の基になろう。もっとも初め  
から終わりまで生兵法であるが。   
それにしてもバイブルの言葉について語る時，先に引用した「はじめにこと  
ばあり…」を枕詞のように使う世の習わしについつい流され，そして心ならず  
も決して口にすべからざるかたの御名をお題目のように三回も唱えるとは…。   
引かれ者の小唄に等しいが，「ヨハネによる福音書」のこの箇所はキリスト  
教の言わばエッセンスであるだけに，これだけでは多分テンプンカンプンで，  
「光ってなあに？」，「暗闇ってなあに？」，「暗闇は光を理解しなかったって，  
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どういうこと？」となること必定であろう。大体この最後の箇所にはいろいろ  
な訳があり，先刻ご承知のように「初めに‥・」の日本語訳はプロテスタン  
ト，カトリック両協会の協同事業に成る「聖書新共同訳」からの引用であるが，  
「ベーシック・イングリッシュの聖書」のそれとの遠いははっきりしている。   
手許にある日本語版の例を見ると，大正十五年八月二十日神戸市の英国聖書  
協会から初版発行された「新訳聖書」には「光は暗黒（くらき）に照る，しか  
して暗黒はこれを悟らざりき。」とある。これはそれより前の大正六年に改訳  
され，昭和二十五年八月三十一日日本聖書協会から発行された五版，「新訳聖  
書 詩編付き」と全く同じフレーズである。これは不思議なことではなく，  
ずっとながいことこの文語体の改訳聖書が愛用されていたわけである。   
口語体の改訳聖書が日本聖書協会から出たのは「新約」が昭和二十九年，  
「旧約」は翌三十年であるが，これ以降は西暦が用いられてそれぞれ1954年改  
訳，1955年改訳となっている。この口語訳聖書は格調ある文語訳に親しんでき  
た人からも，訳語に辛口の人からも余り高い評価を得なかったが，1987年，  
「聖書 新協同訳」が出るまで，いや現在でもそれなりに普及しているようで  
ある。   
いささか間怠こい説明になったが，もう少し「暗闇（暗黒，やみ）は…」の  
話にお付き合い頂きたい。先述の三つの日本語訳を挙げておく。  
001光は暗黒（くらき）に照る，しかして暗黒はこれを悟らざりき。（1916年  
改訳）  
002 光はやみの中に輝いている。そして，やみはこれに勝たなかった。（1954  
年改訳）  
003 光は暗闇の中で輝いている。暗闇は光を理解しなかった。（1987年新共同  
訳）  
次に既述のB．E．を除く若干の英語訳その他を挙げておく。  
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004．．．thelightshinethindarkneth，andthedarknesscomprehendeditnot．（A・  
Ⅴ．）  
005 Thelightshinethinthe darkness，and the darkness has not overcomeit．  
（R．S．Ⅴり1952）  
006 Thelightshines oninthe dark，and the darkness has never’maSteredit・  
（N．E．B．withApocrypha，1970）  
007 Thelightshinesinthedarkness，andthedarknessdidnotovecomeit・（N・  
R．S．Ⅴ．，1989）   
008．．．dasLicht scheintin der Finsternis，aber die Finsternis hat’s nicht beg－  
riffen．（DieBibelnachderOersetzungMartinLuthersmitApokryphen，  
RevidierterText，1975）   
009 Lalumiereluit dansles tenebres，etles tenebres nel’ont point reeue．（le  
Nouveau Testament Traduction d’apresle Texte grec par Louis Segond，  
1953）   
010 …luxin tenebrislucet，et tenebrae eam non comprehenderunt．（B．S．L．，  
Vulgate）  
011…丁∂ 少ar ∈リ r今♂〝OTZα¢αZリ∈‘，〝α；ザJ〝0TZα αJr∂ 0占 〝αT喜一  
スaβEリ．（NOVUMTESTAMENTUMGRAECE）   
以上の訳例を比べてみればわかるので，手短に結論を述べると，この所の日  
本語訳は恐らく続いて出た英・米の改訳に翻奔されたが，元のギリシャ語から  
の訳，先人の始めた所に漸く落ち着いたと見ることができる。即ち「［くら］  
やみはひかりに勝たなかった」のではなく［くら］やみはひかりを理解しな  
かった」「…これを悟らざりき」或いは「…ひかりを受入れなかった」と解す  
るのが適当であろう。そして［くら］やみ或いは［暗］闇はそれだけで充分で，  
例えば「暗闇のこの世の人々」（4）と言うのは説明過多ではなかろうか◆。此処で  
は，霧がかかったように意味不明瞭であったものが，更に先を読み進むとはっ  
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きりわかるようになる。曖昧模糊としていたものが，何かのきっかけで見えて  
くる。その時この言葉が実は自分自身を指している，と悟るかもしれない。こ  
れは「言葉の誤解」などと言える現象ではなく，まさに言葉の多義的豊穣を示  
す証拠であり，歴史の直中にいまして歴史を超える「ことば」との出会いの瞬  
間に他ならない。言わずもがなであるが，バイブルの言葉の意味を解明する手  
引きは注釈書などではなく，何よりも先ずバイブルの言葉であると断言してよ  
かろう。そういう観点からすると，超歴史的な雰囲気を漂わせている「ヨハネ  
による福音書」の導入部に引き回されないで，歴史的事実に基づく「共観福音  
書」のバラブルに直行した方がよかったのではなかろうかという反省もあるが，  
何分迂回的方法に終始するほか手もない始末であることをご理解頂きたい。   
漸くこのテーマの核心となる「新約」のパラブルを中心とするバイブルの言  
葉とビジネスの言葉の様態を考察し，両者の「等式」の証明に入ることになる  
が，それはまたの機会に譲って，今回は，そのシューマを述べるにとどめたい。  
何分フェルマーの定理を証明するようなものであるから。   
そもそもバイブルの中から「新約」のパラブルを選んだのは，色々理屈はあ  
るが，それがイエスの言葉から成っているからであり，その「井戸」から汲み  
上げる「生きた水」（thelivingwater）（John4：11）を一杯頂ければと，誠に  
虫のいい話しを考えついたというのが主たる一つの理由である。ところが井戸  
に近づいてみると，その周りには，ヴオルフガング・ハルニッシュ（5）を初め所  
謂「パラブル学者群」（6）が待機して余所者の接近を厳しくチェックしている光  
景を目撃した。余所事のように言うのは気がひけるが，彼らがパ・ラ・ブ・  
ル・ル・ブ・ラ・パとしゃべっているパロ∵ルに耳を歓てると，どうやら，此  
処のその「水」の話しではなく，もっぱら「井戸」の構造や外観の話しに持ち  
きりで，また「歴史」というと大袈裟になるが，謂われ，因縁，故事，来歴，  
etc．といった類の「下世話な」話しにも及ぶ。筆者などはかかる低質の好奇心   
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に浮かれ，おっと，引かれて，つい喉の渇きを忘れて仕舞いがちになるが，ふ  
とわれにかえって「その水をひとしずく」と勇を鼓して所望してみた。いや，  
心の中で念じていただけかもしれない。と言うのも，返ってくるのは，普通の  
言葉ではなく，「マクベス」の魔女の呪いに似ていた。「パラブルのもとはとい  
えばギリシャのパラボレー，だからチン・プン・カン・プン。もっとふるくは  
マサルさん。それどこのこさ，ペブルごさ。こいつをぶんかいしたならば，ア  
レゴリ，リドル，プラバブ，そいつはトーント（taunt）わかりません。」（7）そし  
て，また呪文は続く，「ふくいんしょのパ・ラ・ボ・レをぶんるいしたらばよ，  
パラバブ，アファリズム，メタファ，スイミラテユード，ストリー・パラブ  
ル，イグザンプル・パラブル，またはアレゴリよ…」（8）。悪ふざけはいい加減  
にしないと，引っ込みがつかなくなるよ（傍白）。   
そういうことで，先の「魔女語」に一吹きすると，「福音書」の替えは，誓  
えなのか誓え物語なのか，イエスの「語り」は，直喩表現なのか隠喩表現なの  
かという問いかけとして蘇ってくる。そしてビジネスの言語が「旧約」と「新  
約」を繋ぐ契約の言葉として介入してくる好機が到来するのもこの時点である。   
イエスの話しは繰り返していうが，「誓え」という表現形式をとり，芥子種  
のような物語の種子を季んでいるが，それはフィクティシヤスではなく，それ  
だけでメッセージを完結している。つまり文学的形式としての「物語」，フィ  
クションとは一線を画する。しかし，ここで強調しておきたいことは，イエス  
の言葉が徹底して簡潔で平明な日常の言葉即ち一つの理想的なビジネスの言葉  
と等質であるということである。興味深い所は，イエスがメッセージの受け手  
のことを配慮した宣教のタクティツクスとして「誓え」を用い，発信者の意図  
と発信内容を一旦は隠していることである。（Matt．13：10－17，Mark4：10－12，  
Luke8：9－10）言わずもがなであるが，もう少し具体的に言えば，「歴史的存  
在」として神の子とともに「人の子」でもあったイエスが聞き手の中にいる  
ローマの為政者の回し者を考慮する面が全くなかったとは言えない。が，それ  
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よりも「隠れたもので表れないものはない」のであって，替えを説明しないで  
一弟子達には解説しているが，－「受信者」のアナロジーにその「解読」  
（decoding）を任せるという方法によって，そのメッセージが普遍性を獲得し  
ているということも否定できない歴史の事実である。凡そ「天の国」を言葉で  
説明することが可能であろうか。「詩」によって，あるいはメタフォリックに  
表されるとしても，それは恐らく非常に多義的で，曖昧で，理解できる人は少  
なく，まして「信仰」にまで引き上げられる人は極めて稀であろう。しかし  
「福音書」のパラブルは文彩としてのメタファーの類比ではあっても，それ自  
体ではなく，「隠れているもの」が宗教的経験によって露にされるだけである  
から，誰でもアクセスが可能である。ここにビジネスの言語の始源というか，  
アルケーを見出すことができる。ベーシック・イングリッシュのバイブルの言  
葉が現代のビジネス・イングリッシュの一つの優れた典型であることは贅言を  
要しないが，欽定訳（A．Ⅴ．）においても殆ど同様のことが言える。例えばそ  
の一つのプラクシスを見てみよう。今は絶版になって久しいが，市川三喜博士  
の名著『聖書の英語』から引用する。   
Matthew24：13“Buthethatshallendureuntotheend，thesameshallbesaved．”  
“Thesame”＝he（orshe．it，they）は法律用語としては普通であり，又しばし  
ば冠詞を略して商業文，書簡文の中にも使われる。（市川三喜『聖書の英語』；  
研究社，昭和12．10．），p．19．〔ゴシック体は筆者〕   
確かにこの欽定訳（A．Ⅴ．）の英語を下に挙げる現代語訳，特にベーシッ  
ク・イングリッシュ（RE．）のそれと並べてみると前者に格調の高さと言う  
か，或る程度の古めかしさを感じる人が多かろう。実際は現在でも古めかしい  
どころか大手を振って至る所を閲歩している。疑問に思う人はタイム，ニュー  
ズウイークを始め英・米の新聞，雑誌，書籍をご覧下さい。たんに引用されて  
いるだけでなく英語という「有機体」の血脈になっていることが分かるであろ  
う。  
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012 Buthewhoendurestotheendwi11besaved．（R．S．Ⅴ，）   
013 Butthemanwhoholdsouttotheendwillbesaved、（N．E．B．）   
014 Buttheonewhoendurestotheendwi11besaved．（N，R．S．V．）   
015 Buthewhogoesthroughtotheendwillgetsalvation．（B．E，）   
0161γeraberbisansEndeausharrt，derwirdgerettetwerden．（R．T．）   
017 Maisceluiquipersevererajusq’alafinserasauve．（N．V．S．R．）  
此処で気付くことは，A．Ⅴ．＝R，T．；R．S．Ⅴ．＝N．Ⅴ．S．R．（‘endures，は現在形，  
perseverera，は未来形という違いはあるが。）という等式が成立する。勿論あ  
くまでこの一節の言葉に限ってのことであり，それを敷街して地域文化論を展  
開する気はないが，一言付言すると，N．E∴RそしてB．E．の言語は‘present－  
dayEnglish，の申し子であり，バイブルの言葉であると同時に現在と未来のビ  
ジネスの言葉のひとつの優れた言語の典型である。それは「絶対矛盾の自己同  
一」のペルソナとでも言うべく，肥沃な土壌から生まれまたそこに更に豊かな  
賜物を携えて帰ってゆく「栄誉」をになっていると言えよう。  
注（1）山本俊樹編『聖書と英文学をめぐって一神田楯夫博士記念論文集－』（ペデイラヴイウム会，  
ユ982）  
（2）斉藤 勇「英詩における生死の問題」，前掲書。pp．ト15．  
（3）「聖書について」，（1）『聖書 新共同訳一旧約聖書続編つき－』（共同約聖書実行委貞会，1987）  
（4）塚本虎二訳 F新訳聖書 福音書』（岩波書店，ワイド版岩波文庫，1991），p．275。  
（5）WolfgangHamisch，DieGleichniserzahlun8mbsu（G6ttingen：Vandenhoeck＆Ruprecht，1985）  
広石望訳『イエスのたとえ物語一隠喩的たとえ解釈の試み』（日本キリスト教団出版局，   
1993）  
（6）warrens．Kissinger，TheEbrablesqfbsws－AHLStOWqf加eゆretationandBibliog7uPhy（TheAmer－   
icantheologicalLibraryAssociation，1979）．Introduction，Ⅹii－Ⅹiii，  
（7）cf．TkeOxPYdComl・aniontotheBible（NewYork：0ⅩfordU．P．，1993），pp．567－569．  
（8）ibd．  
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